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１ 活動概要 

 今回の短期研修は 8月 22 日から 8月 29 日までの 8 日間の間、韓国の木浦大学校に行き、

文化の違いや歴史について学んだ。この研修では、全羅南道庁舎の訪問や韓服体験やトッカ

ルビ料理体験、共生園への訪問など様々な場所に訪問し、韓国の文化を学んだり体験するこ

とができた。また、韓国語の授業も行った。チューターの方が授業の間ついてくれ、分から

ないところはすぐに質問ができ、教えてくださる先生もとても丁寧で分かりやすく、少しは

韓国語を理解できるようになった。 

２ 研修での学び、気づき 

初日 初日は一日中、飛行機や電車での移動だった。飛行機は、日本とあまり変わらず、CA

さんもおそらく韓国の方だったが、日本人には日本語で対応してくれた。空港を出た後は地

下鉄に乗ったが、切符がカード型で驚いた。また、外国から来た人のために、切符を売る機

会が英語や日本語などの言語に対応していた。駅の中は、段差が少なく、エレベーターも至

る所にあり、杖をついている方や、車いすの方も何人か見た。車いすの方のなかには補助の

人なしで駅の中を移動している方もおり、バリアフリー化が進んでいるんだなと感じた。日

本ではあまり駅の中や電車の中などで車いすに乗っている方は見かけることが少ないので、

日本も韓国のようにどんな方でも利用しやすい駅になればいいなと感じた。木浦駅につき、

木浦大学まではミニバスで移動した。車やバスは日本とは違い左ハンドルで右側通行だっ

た。運転の速度が速かったり、自由に迂回や駐車をしているのを見て、運転の法律なども日

本とは違うところがたくさんあるんだなと感じた。 

2 日目 韓国語の授業をやったあと、全羅南道庁舎を訪問した。庁舎の方からお話を聞いた

り、最上階の展望台から風景を見たりした。この町には広告がない、電柱がない、垣根がな

いと３つのないがあると教えていただいたり、もともと島だった場所が埋め立てられて山

になったということなどを教えていただいた。 

3 日目 一日中韓国語の授業を受けた。分からないところもチューターの方が優しく丁寧に

教えてくださった。最後には、韓国語で買い物をするときに使える言葉などを実戦形式で発

表したり、韓国語で研修メンバーやチューターの方にメッセージを書いたりした。 

また、木浦大学校の中を歩いた。木浦大学校はとても広く、大学の中でも車や自転車を使っ

て行き来している人もいた。英語の部屋や、図書館、トレーニングルームなど施設や設備な

ども充実しており、勉強しやすい環境だと感じた。チューターの方に 

韓国では勉強がなによりも大事らしく、サークルなどは一応存在するものの、あまり数は多

くなく、入る人も少ないということを教えていただいた。 

4 日目 午前中は霊岩農業博物館へ行き、韓服の体験や、トッカルビを作り、韓国の歴史や

文化を学んだ。韓服には様々な種類があり、普通の人が着るものや、結婚式に着るもの、王



族が着るものなどがあった。トッカルビ体験は、博物館の方に作り方を教えてもらい、研修

のメンバーとチューターの方とで作った。見た目はハンバーグに似ていたが、味や中に入れ

る食材などは韓国らしさがあった。トッカルビは昔王族が食べていた料理ということを教

えていただいた。博物館には昔の農業で使われていた民具などが展示されており、日本で使

われていた物と似ているものもたくさんあった。 

午後は韓紙工芸に行き、韓国の紙を使った手鏡や、伝統的なお菓子を作った。手鏡は韓国の

伝統的な紙や、伝統的な模様を入れて作った。お菓子は日本でいうポン菓子のような見た目

でとても甘かった。 

5 日目 共生園と「ろせきほ」と呼ばれる有名な石があるところに行った。「ろせきほ」は

とても大きな石で、戦争のときに石に藁を積み、お米がたくさんあるように見せかけていた。

少し山を登ると、町を一望できるところがあった。そこからはたくさんの高層マンションが

見えた。今木浦では高層マンションがどんどん建設されており、人口は変わっていないのに、

マンションだけが増えていっている。共生園では田内千鶴子さんのお話や、共生園の歩みを

学んだ。また、共生園の子どもたちに会い、日本のお菓子を手渡した。 

6 日目 午前中は韓国文化の特別講義を受けた。韓国が日本の文化を排除した背景や、そこ

からどのように日韓の関係が回復していったかなどのお話を聞いた。日本の大衆文化の解

放が1998年と意外と最近だったことに驚いた。他に韓国の漫画の特徴などのお話を聞いた。

韓国ではデジタルコミックが主流となっており、コミックのレンタルショップなどはなく、

皆パソコンやスマートフォンを使って漫画を読む。韓国の漫画は社会情勢などを描いてい

るものが多く、コマ割りなどが日記形式になっている。 

午後はフィールドワークとして街中に出て買い物をした。実際に授業で習った言葉を使っ

て店員さんと会話したりできた。分からないところはチューターの方が助けてくれ、スムー

ズに買い物ができた。 

7 日目 光州地域に行き、午前中は建築物の博物館に行った。そこは、韓国の建築物だけで

なく、世界各国の建築物の情報などが展示されていた。中には建築物関係の本などもたくさ

ん並んでおり、全て無料で閲覧できる。そのあと動物と触れ合うことができる施設を訪れた。

犬や猫、ハムスターなど日本でもお馴染みの動物のほかに、ミーアキャットやフェネックな

どの動物を見たり触れたりすることができた。午後からは光州地域の商店が並んでいると

ころに行き、買い物をしたり VR 体験をした。VR 体験は本当にアトラクションに乗ってい

る感覚を味わえるものや、新感覚の音楽ゲームなどがあり、近代的な娯楽施設だと感じた。 

３その他 

私はこの研修が初めての海外であり、韓国語もほとんど話せないため、最初はとても不安が

あった。しかし、木浦大学校のチューターの方々はとても日本語が上手で、私たちが日本語

で話している内容もほとんど理解してくださったため、言語面での不安は一切感じなかっ

た。また、この時期は日韓関係も悪くなり始めていたため、研修に参加する前はいろんな人

から心配され、私自身も不安があったが、チューターの方や現地の方はとても優しくしてく



VR 体験中 
 

ださり、人との交流に国同士の争いは関係ないんだと感じた。この研修を通して、日本の文

化とは違うものを学べ、韓国に対してとても興味が湧いた。また、韓国語も少しはわかるよ

うになったため、これから少しずつ勉強していきたい。 

韓国料理キンパ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


